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【生徒信条】『今日よりは 幼心を打ち捨てて 人となりにし 道を踏めかし』 

 

新しい仲間とともに、中学校生活が始まりました ～ 第１６回 生月中学校 入学式 ～ 

去る４月７日、第１６回生月中学校入学式が挙行されました。３

年間の中学校生活は、人生の基礎をつくる大きな節目の時期です。

また、心と身体、そして様々な能力が大きく伸びる時期です。私か

らは、本校の生徒信条と思いやりの心について話しました。 

何事も自分自身で考え、正しく判断し、進んで行動すること、ま

た、失敗を恐れず、何事にも積極的に取り組み、自分自身の能力、

可能性を高めて欲しいと思います。また、相手の立場や気持ちを理

解し、尊重しようとする思いやりの心を持ち、互いに認め合い、助

け合い、協力しあって、強い絆で結ばれた学級・学年・学校をつく

っていきましょう。 

１年生のみならず、２・３年生の皆さんにも期待しています。 

 

ありがとうございました！ ～ 春の除草作業が行われました ～ 

去る４月１８日（日）、春の除草作業が行われました。当日は、多く

の保護者の皆様にお集まりいただき、また、ほとんどの生徒が参加し

てくれました。おかげさまで、運動場の周りや土手だけでなく、体育

館や武道場の周囲、テニスコート、校舎周辺もきれいに整備され、素

晴らしい環境の下で体育大会を迎えることができます。 

改めて、保護者の皆様に心から感謝申し上げます。また、生徒の皆

さん、ありがとう！ 

 

コロナ禍「第４波」との闘い ～ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けて ～ 

先月末から、新型コロナウイルス感染症の広がりは、「第４波」の様相です。現在、長崎県内も感染状況がステ

ージ３（感染者の増加・拡大）であり、県下全域に『警戒警報』が発令されています。 

学校では、生徒に「今、何をすべきか、何をすべきではないのか、自分にできることは何なのか」を自分で考

え、適切に行動してほしいと指導しています。具体的には、毎朝の登校前の自宅での検温、生徒玄関での手指の

消毒、登下校や学校内でのマスク着用、移動教室や給食の際などの手洗い・手指の消毒、できる限り三つの密を

回避することなどです。また、万一、身近に感染者が出た場合には、決して差別や誹謗中傷をすることなく、感

染した方やそのご家族などの気持ちを思いやり、温かい眼差しを向けることも指導しています。 

ご家庭でも、できる限りの感染防止対策を行っていただくようお願いいたします。特に、週末や大型連休等、

県外への不要不急の外出を控えるとともに、不特定多数の人が集まる場所へ外出する場合は、必ずマスクを着用

することや、人の多い場所や密閉空間を避けるようご指導ください。 

学校・家庭・地域、みんなで力を合わせて、「コロナ禍」を乗り切りましょう。 

 

『 新 風 』 ～令和３年度 第５５回 体育大会の開催について～ 

来る５月９日（日）、体育大会を開催します。今年度も、新型コロナウイルス感染症防止のために日程・実施種

目を縮小し、来場者も保護者等に制限しての開催となります。しかし、生徒で組織する実行委員会では、「仲間と

ともに、一つでも多く競技に参加し、応援で盛り上がり、絆を深めたい」という思いで、『新風』というスローガ

ンを掲げ、新しい体育大会のスタイルを自分たちの力で表現したいと、全力で練習や準備に取り組んでおります。 

当日は、ぜひ、ご来場いただき、ご声援くださいますようお願い致します。 


